
葛西臨海公園･鳥類園

葛西海浜公園

干潟のヒミツ
２つの人工なぎさは、東京湾の水を

浄化するとともに、魚介類や野鳥の

生息環境を回復するために造成され

たもの。干潮時には沖に向かって約 

100ｍもの範囲に干潟が現れます。

ココが水鳥たちの
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葛西の海辺は鳥たちのパラダイス
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江戸川区内の

市街地で出会える鳥たち
草地・樹林・街

🐥 江戸川：小岩菖蒲園周辺　
スズメ、ムクドリ、カルガモ、カワウをはじめ、
夏にはツバメ、川沿いのヨシ原にはオオヨシキ
リもやってきます。

🐥 小松川境川親水公園
シジュウカラ、オナガ、ヒヨドリなどが年中見
られ、春から秋の渡りの季節にはキビタキも見
られます。中央森林公園周辺がおすすめのバー
ドウォッチングスポットです。

🐥 古川親水公園　
寺社仏閣が多く、大木が林立する一帯では、シ
ジュウカラやオナガ、ヒヨドリなどが一年中見
られます。

🐥 江戸川：篠崎水門付近　
カワウやカルガモなどの水鳥やムクドリ、カワ
ラヒワなどが群れ遊ぶエリアです。

🐥 一之江境川親水公園
自然水が流れる緑豊かな親水公園一帯では、シ
ジュウカラ、ヒヨドリが年中見られます。

🐥 葛西臨海公園：葛西海浜公園　
200 種以上の野鳥の観察報告がある、都内屈指
の野鳥の観察地です。冬場のスズガモの群れや
希少種クロツラヘラサギ、カンムリカイツブリ
など珍しい野鳥の姿が見られます。

🐥 旧江戸川河口　
冬にはヒドリガモ、オカヨシガモ、カンムリカ
イツブリ、ハジロカイツブリ、オオバンなど多
くの水鳥が見られ、春にはキアシシギやコアジ
サシが現れることもあります。

オオジュリン
冬鳥 /スズメ目ホオジロ科 /草地
ホオジロの仲間で、冬は関東以南のヨ
シ原で越冬します。数羽から十羽ほど
の群れでいることが多いよう。

アオジ
冬鳥 /スズメ目ホオジロ科 /草地･樹林･街
冬場は公園でも見られ、低い地面を
行ったり来たりしています。お腹が黄
色く、飛び立つときの白い尾羽も印象
的です。

タヒバリ
冬鳥 /スズメ目セキレイ科 /草地
羽の色や姿がヒバリに似ていて、水田
などでも見られることから、その名が
ついたセキレイの仲間です。仕草が
キュートです。

ビンズイ
冬鳥 /スズメ目セキレイ科 /樹林
尾を大きくリズミカルに上下させなが
ら歩くセキレイの仲間です。夏は高地
の草原で、冬は低地の松林などで過ご
します。

ハクセキレイ
留鳥 /スズメ目セキレイ科 /草地･街
体形は横長で、尾が長いのが特徴。「チ
チン　チチン」と鳴きながら、大きな
波を打つように飛びます。

スズメ
留鳥 /スズメ目スズメ科 /草地･樹林･街
童謡や民話でもお馴染みの、とても身
近な野鳥。水浴びや砂浴びなど、さま
ざまな動作が愛らしい小鳥です。

イソヒヨドリ
留鳥 /スズメ目ヒタキ科 /海･街
海岸の岩場に生息するのが普通です
が、近年は内陸でもよく見られるよう
になりました。青い翼と赤茶色の胸の
羽が目立ちます。

ジョウビタキ
冬鳥 /スズメ目ヒタキ科 /草地･樹林･街
銀白色の頭、黒い顔、赤茶色の腹が優
美。翼に白い模様があり、「紋付鳥」
とも呼ばれます。時々おじぎをして尾
をふります。

ルリビタキ
冬鳥 /スズメ目ヒタキ科 /樹林
青い体と愛らしい目をもつ人気者。オ
スもメスも縄張り意識が高く、群れは
作らず、垣根や藪の下などによくいま
す。

ツグミ
冬鳥 /スズメ目ツグミ科 /草地･樹林･街
秋に大群でやってきて、日本に着くと
田畑や低い山の林に散らばって暮らし
ます。地面を跳ねるように飛びエサを
とります。

アカハラ
冬鳥 /スズメ目ツグミ科 /樹林
日本やサハリンで繁殖するツグミの仲
間です。胸から腹にかけて橙色で、
「キョキョキョ」と大きな声でさえず
ります。

シロハラ
冬鳥 /スズメ目ツグミ科 /樹林
冬鳥として飛来し、公園の林などでも
見られます。木の根元で落ち葉をかき
たて、昆虫やミミズなどのエサを探し
ます。

ムクドリ
留鳥 /スズメ目ムクドリ科 /草地･樹林･街
森や草原や農耕地など、あらゆる環境
に馴染み、近年では繁華街や街路樹に
大群で暮らし、問題になっています。

メジロ
留鳥 /スズメ目メジロ科 /樹林･街
目元のアイリングやウグイス色の羽が
印象的。街中でよくみられる小型の鳥
です。果実が好きで、花の蜜も舌で器
用にからめとります。

オオヨシキリ
夏鳥 /スズメ目ヨシキリ科 /草地
初夏に渡ってきてヨシ原にすみ、「ギョ
ギョシ、ギョギョシ」と騒がしく鳴き
ます。一夫多妻で繁殖します。

ウグイス
冬鳥 /スズメ目ウグイス科 /草地･樹林･街
求愛やなわばりのために春、オスが鳴
く「ホーホケキョ」のさえずりが有名。
普段は藪の中でエサを探し「チャッ
チャッ」と鳴きます。

イワツバメ
夏鳥 /スズメ目ツバメ科 /街
山地から低地、海岸の崖のほか、橋や
建物など人工物にも半球形の巣を作り
子育てをする渡り鳥です。空中を飛行
する虫を食べます。

ツバメ
夏鳥 /スズメ目ツバメ科 /草地･街
アジアなど南の国からやって来る渡り
鳥の代表格。土と唾液で巣を作り、子
育てをします。空中に飛ぶ虫を、飛び
ながら捕獲します。

ヒヨドリ
留鳥 /スズメ目ヒヨドリ科 /樹林･街
日本ではよく見られる鳥ですが、世界
的には日本や韓国などにしか住んでい
ない珍しい鳥。果実や花の蜜が好物で、
「ヒーヨヒーヨ」と鳴きます。

ヒバリ
留鳥 /スズメ目ヒバリ科 /草地
河川敷や野原の広い場所で、空高く舞
いながら「ピーチュルピーチュル」と
さえずります。頭の小さな冠羽が
チャームポイント。

シジュウカラ
留鳥 /スズメ目シジュウカラ科 /草地･樹林･街
「ツツピンツツピン」と鳴き春を告げ
る、市街地ではおなじみの鳥。1 羽が
1日に青虫 200匹も食べると言います。

ハシブトガラス
留鳥 /スズメ目カラス科 /樹林･街
都市部で見られる「カーカー」と鳴く
カラス。街中や森林にすみ、街の生ゴ
ミから小動物、動物の死体までなんで
も食べます。

ハシボソガラス
留鳥 /スズメ目カラス科 /草地･街
ヨーロッパからアジアに分布し、日本
全国の農耕地や田園地帯で見られま
す。しっかりしたくちばしで木の実や
野菜、魚まで食べます。

オナガ
留鳥 /スズメ目カラス科 /街
水色の長い尾羽が優美なカラスの仲
間。「ゲーィケイケイ」と濁った声も
特徴で、関東では一般的ですが関西で
は見られません。

モズ
冬鳥･稀な留鳥 /スズメ目モズ科 /草地･樹林
漢字で「百舌」と書くように、他の鳥
の鳴きまねが得意。とがった小枝に
バッタやカエルなど獲物を串ざしにす
るユニークな習性があります。

サンショウクイ
稀な夏鳥 /スズメ目サンショウクイ科 /樹林
「ヒリヒリン～ヒリヒリン」と飛行中
もさえずります。よくしげった林を好
み、木の上の方に巣を作ります。

コゲラ
留鳥 /キツツキ目キツツキ科 /樹林･街
街中の公園でも見られる日本で一番小
さなキツツキです。木をつつき樹内の
虫を見つけ、長い舌をからめて食べま
す。

ノスリ
冬鳥 /タカ目タカ科 /草地･樹林
「野を擦る」ように低く飛びながら、
ネズミやモグラなどの小動物や小鳥を
狙います。

トビ
留鳥 /タカ目タカ科 /草地･樹林･街
通称はトンビ。「ピーニョロロロ」と
鳴きながら、翼を広げ大きく輪を描き
ながら飛びます。雑食で、死んだ動物
も空からさがして食べます。

チュウヒ
冬鳥 /タカ目タカ科 /草地
ヨシ原のある広い湿地で、草の上をす
べるように飛び、小動物や小鳥を狩り
します。

オオタカ
冬鳥 /タカ目タカ科 /草地･樹林
森林にすみ、鳥を狙うオオタカは、時
にはカモを襲うこともあります。保護
活動により、近年は街中で見られるこ
ともあります。

ハイタカ
冬鳥 /タカ目タカ科 /樹林
オオタカより小型で、生垣や藪に逃げ
た小鳥を素早くとらえます。「キ、キ、
キ、」とよく通る声を出します。

カワラバト（ドバト）
留鳥 /ハト目ハト科 /街
カワラバトを飼育改良し、伝書鳩とし
て活躍していた種が野生化したのが、
通称ドバトです。

キジバト
留鳥 /ハト目ハト科 /樹林･街
街中で見られるもっともポピュラーな
ハト。ペアでいることが多く「デーデー
ポッポー」とやわらかい声で鳴きます。

ヒメアマツバメ
留鳥 /アマツバメ目アマツバメ科 /街
鳥の中でも飛ぶのがうまいアマツバ
メ。その仲間であるヒメアマツバメは
大木やビルの壁、鉄道の高架下に巣を
作ります。

江戸川区に野鳥が多いわけ
江戸川区の東西には荒川や江戸川、旧江戸川などの

大河川が流れています。

そこから支流のように 7つの河川が伸び、

淡水と汽水（海水と淡水が混じる水）の

２種類の水辺がつくられています。

河川沿いの緑道や公園には木々も育っています。

そして区の南端には、ラムサール条約に登録された

葛西海浜公園が存在し、豊かな海辺環境が保全されています。

そんな豊かな自然環境のもとに、多くの渡り鳥を含めた、

さまざまな野鳥が共存しているのです。

🐥 新左近川親水公園　
夏はコアジサシやウミネコが飛来し、カルガモ
の親子の姿も観察できます。通年、カワウやカ
ルガモが見られます。

🐥 旧中川
コサギやダイサギ、カワウ、カルガモなどの水
鳥が通年観察できます。カワセミも時々やって
きます。

🐥 清新町緑道：臨海町緑道
シジュウカラ、オナガ、ヒヨドリなどが通年観
察できます。コゲラやウグイス、ツグミなど、
多くの冬鳥も見られます。

🐥 荒川右岸：船堀橋下流
　    荒川中堤：葛西橋周辺
サギ類やカルガモ、カワウなどの水鳥が通年観
察でき、春と秋にはシギ類も見られます。

市街地の水辺にいる鳥

市街地にいる鳥

30_ 区内のスポット（水辺）　5580×1200mm　スケール 1/10 06/1106/04壁経師はダークグレー

35 種


